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敷地の傾斜を利用した施設計画

完成に寄せて三菱商事都市開発株式会社

関西主要都市へ短時間で配送

工　事　概　要

ＭＣＵＤ神戸西　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　１月２４日　（月曜日）

　平らな土地に設計する物流施設と違い、本敷地の傾斜を
利用した施設を念頭に進めてきました。
　敷地は北から南へ下り勾配があり、約．ｍ程度の高低
差を断面計画で利用しました。既存の建物の断面構成を踏
襲することで掘削土量の軽減を図りました。構造計画では
良好な地盤を利用した直接基礎形式を採用することでコス
トを抑える事としました。また、半地下１階に事務所、１～
４階に倉庫エリアを配置しエントランスを分けることで、
分かりやすいアプローチ計画としました。
　外構計画では東側にある豊かな既存樹木を残置しまし

た。また、エントランス周りの植栽の立ち上がりは、従前
に使用されていた石積みを再利用する事としました。この
石積は当該敷地周辺で散見されるものであり、計画施設が
周辺環境と調和する役割を担っています。
　外観は規則性のある黒帯と平面的に重なり合わないバル
コニーやサッシをバランスよく配置しました。また、地下
１階エントランス―ホールの内部まで外壁の黒帯を通すこ
とによりモダンで統一感のあるデザインとしました。建物
１階のトラックバースは下屋形式としました。奥行きを広
くすることで荷さばきの効率化を図り、スムーズな物流
サービスを可能としています。
　青木あすなろ建設株式会社　東京建築本店設計部

　担当課長　石原　英明、意匠担当　中山　将
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　このたび、関西エリアで当社初となる物流施設プ
ロジェクトとして、神戸市須磨区の神戸流通セン
ター内で開発を進めてまいりましたＭＣＵＤ神戸西
が完成いたしました。設計、施工により高品質な施
設に仕上げていただきました青木あすなろ建設様に
お礼申し上げます。
　本施設は、神戸・大阪・京都を東西につなぐ阪神
高速道路と、神戸・淡路島・四国を南北に結ぶ神戸
淡路鳴門自動車道が交差する布施畑ＩＣから１㎞、
阪神高速線「白川南ＩＣ」から約３㎞に位置し、関
西の主要商業地の三宮へ約分、大阪駅へ約１時間
で配送可能な物流割施設として最高のロケーション
です。

　国際貿易港である神戸港からも約分でアクセス
でき、日本全国・アジア圏を見据えた物流拠点とし
てもお使いいただけます
　また周辺は豊富な人口を抱え、最寄り駅の神戸市
営地下鉄西神・山手線「総合運動公園」駅から徒歩
圏内と雇用確保でも優位性が期待されます。
　当社は現在、関西エリアでさらに３棟の物流施設
開発を計画しております。今後も、当社が長年培っ
てきた物流施設の開発・運営ノウハウ、また三菱商
事グループが持つ情報力を最大限駆使し、テナント
様や投資家様のニーズに沿った優良な物流施設を収
益不動産市場に提供してまいります。

■工事名称：（仮称）神戸須磨物流施設計画新築工事
■工事場所：神戸市須磨区弥栄台１－４－１
■発　注　者：三菱商事都市開発株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地下１階、地上４階
■構　　造：Ｓ一部ＲＣ造
■設　　計：青木あすなろ建設株式会社一級建築士事務所
■監　　理：青木あすなろ建設株式会社大阪本店一級建築士事務所
■施　　工：青木あすなろ建設株式会社大阪建築本店
■工　　期：年月１日～年月日

エントランス外観㊤と内観

倉庫内観荷さばき場
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